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2017年改訂版RC耐震診断基準に対応
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4.判定表に式番号を表示し、５式の結果はすべて出力

診断表1

診断表2
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傾斜フレームの直交方向への考慮

・加力方向に対して主軸が回転している柱
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5.傾斜フレームの直交考慮(DOC‐RC/SRCのみ)‐1

Qx
ݔܳ ൌ ᇱݔܳ ∗ ߠ2ܱܵܥ  ᇱݕܳ ∗ ߠ2ܰܫܵ

指定により、直交方向の耐力を加算します。
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5.傾斜フレームの直交考慮(DOC‐RC/SRCのみ)‐2

主軸が回転した柱の直交軸を考慮し
ない場合

主軸が回転した柱の直交軸考慮した
場合
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傾斜フレームの直交方向への考慮
・平面的に傾斜している耐震壁

5.傾斜フレームの直交考慮(DOC‐RC/SRCのみ)‐3
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X

15゜

15゜

Y方向にのみ考慮する範囲

X方向にのみ考慮する範囲

XY両方向に考慮する範囲

ߠ
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5.傾斜フレームの直交考慮(DOC‐RC/SRCのみ)‐4

傾斜フレームの直交を考慮しない場合 傾斜フレームの直交を考慮した場合



中間階のはりが抜けている場合は、
うちのり高さを自動計算しています。

はり抜け

MuB

MuT

Σho

Qsu上

Qsu下

Qmu

6.はり抜けの場合の柱うちのり高さの自動計算



破壊モード図の[M‐N図の表示]ボタンを押し、部材(柱、
壁)を選択すると部材のM‐Nインタラクションを表示するこ

とができます。

完全塑性理論

ＭＳモデル

耐震診断基準耐力式

7. M‐Nインタラクション



8. Q & A － 1

Q.1 2001年版RC診断基準で計算した建物で、2017年版RC診断基準で再計算する場合の注意点
A.1 そで壁付き柱の耐力・F値、SD指標の計算結果が変わります。このため2001年版RC診断基準で
補強計算を行うか、2017年版で診断を再計算してから補強計算を行うことが考えられますが、耐震診断
者の判断をお願いします。

Q.2 2017年版RC診断基準のA法、B法、C法の特徴
A.2 A法のSD指標の求め方は診断基準式による方法で、部材剛性を割線剛性で算出します。
偏心が著しい場合は、例外事項の適用が必要となります。

B法は、SD指標を1/Fesで算出する方法で、部材剛性は、指定により、割線剛性または弾性剛性で算出し
ます。基本的には偏心による例外事項の適用は不要となりますが、耐震壁が外周部の片側の一方向の
みに配置されているような場合は、例外事項の適用が考えられます。

C法は建物の両方向の外周に耐震壁が有る場合で、弾力半径比re/iが大きな低層な建物に限定して適
用すると記述があります。 基本的には偏心による例外事項の適用は不要となります。



8. Q & A － 2

Q.3 床面の剛床仮定の成立について、プログラムで検討できますか。
A.3 RC床スラブのブレース置換と各節点の剛床解除により、水平荷重時の床面の変位図やブレース応
力、偏在している耐震壁の応力などが表示できます。
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9. プログラム評価

DOC‐RCは、4月より(一財)建築防災協会の耐震診断プログ
ラム評価（下記内容）の審議中です。

2001年版RC耐震診断基準（更新・変更）

2017年版RC耐震診断基準（改訂対応）


